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W3Cの概要 
•  世界中の企業・研究機関・団体によって構成 
される、ウェブ標準規格を策定する団体

•  加入企業・研究機関・団体の数は300以上。
– http://www.w3.org/Consortium/

Member/List
•  加入企業・団体から参加するエンジニアに 
よって議論が進められ、標準規格が策定される。

•  今この瞬間も、電話会議で、メールで、  
仕様に関する議論が進められています。 
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日本は大きな役割を果たしています 
•  W3Cのホストは世界に３つ。 
そのうち１つが日本に設置。 
– MIT CSAIL （当時はLCS） 

–  ERCIM （当時はINRIA） 

– 慶應義塾大学SFC研究所（湘南藤沢キャンパス内） 
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W3Cの組織体制 
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仕様書策定：	  
メンバ、有志が	  
ボランティアで実施  

運営：	  
会費による運営資金サポート。

研究メンバの派遣。 

CEO:  
Dr. Jeffrey Jaffe 

W3Cは、企業会費により運営される民間団体。 
国、特定企業からも、中立独立した仕様策定団体。 

夏野教授 

一色教授 

金子教授 
萩野教授 
村井教授 
國領教授 

Director: Tim 
Berners-Lee 



W3Cにおける多岐にわたる仕様策定 
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標準にも種類がある 
•  デジュール標準

– 政府や国際団体などによって制定される標準規格
–  ISO, JISなど

•  デファクト標準
– 自由市場において高い占有率（シェア）を獲得した 
ために、その規格が標準となったもの。 
政府の介入や、企業同士の合意によらない、 
あくまでも市場原理で確立される

–  Windowsなど
•  コンソーシアム標準（デファクト標準の一種）

– 関係する企業が合同で規格を策定し、 
それを標準としたもの

–  W3C標準 
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W3Cでの仕様策定プロセス 
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Working Group Interest Group Coordination Group

Working Draft

Last Call
Working Draft

Candidate
Recommendation

Proposed
Recommendation

Recommendation勧告 

Incubator Group

ACによる投票 

Directorの判断 

他のグループとの 
整合性を取る 

実装例を待つ 

特徴：
1, 実装主義
2, Consensus方式
3, Director判断



W3C AC会議　0906 
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IRCと電話で、言葉列を創る。 
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ウェブの果たす機能の変化 

•  ウェブメール
•  ブログ
•  SNS
•  ワードプロセッサ
•  表計算
•  プレゼンテーション
•  ・・・・・and more
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それに対応したHTML5 
•  W3Cで策定を行っているHTML4.01、XHTML1.0、 

DOM2 HTMLの次期バージョン

•  WHATWG （Apple、Opera、Mozillaらが2004年6月 
設立）というW3C以外の団体からの提案がベース

•  HTML５の二つの側面
1)  マークアップ言語としてのHTML仕様
2)  Webアプリケーション開発のためのクライアント側のAPI仕様

•  File API
Webアプリケーションからファイルを表示したり、選択したり、データ
へアクセスしたりするためのAPI

•  Geolocation API
Webアプリケーションから位置情報を取得するためのAPI

•  UI系 API
DOMを容易に利用可能とした、ユーザインタフェースのためのAPI 
etc.・・・ 
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HTML5に見える重要な変化 
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ドキュメント共有プラットフォーム 

アプリケーションプラットフォーム 

この劇的な進化が今始まった。 



全てのサービスはWeb Application Platform上へ 

Adaptor Service
Server 

Only use web 
technologies 

GTW, TCP/IP, Java, OS, 
API… 

Cloud, agent, 
internet, ..  

世界は、インターネットでのサービスでの遅れを、
open Web application platform上でのビジネスへ切り替え、
（サービスを飲み込み）、追い抜こうとしている。

On open Web application platform On open Web application platform 

Web of 
things 

Web of 
things 
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ウェブアプリケーションプラットフォームは、 
“ビジネスプラットフォーム”へ 

Browsing Platform  

Application Platform (HTML5)  

PC Mobil
e TV 

Interface
=HTML+ CSS+API
+? 

Car 
Nav

i 

CE
Device

s 

E 
Powe

r 

Etc
Indust

ry

Business platform 

W3C
Members 

BML,CE-
HTML, 
LDLNA,** 

CAN,** WAC,** 
DLNA,ECHON
ET,BacNet,** 
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Web on TV Workshopを開催 
•  2010.09.2-3　東京
•  Interest Groupを設立するという結論になった。
•  http://www.w3.org/2010/09/webTVIGcharter.html 

•   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TPAC 2010 Lyon 
•  年に1回行われる技術関連の議論を行う 
全体会議

•  日本会員企業から20人以上が参加 

15 



コンテンツ流通における 
ウェブ標準の重要性増す（電子書籍） 

•  ウェブを通じたコンテンツ提供の一般化
•  iPad, Kindle, GALAPAGOS等、電子書籍
端末に対する注目が集まる

•  ePUB, XMDF等、
•  電子書籍用規格の乱立
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既に広く用いられている
ウェブ標準規格=HTML+CSS

が果たす役割の拡大 



W3Cによる 
CSS とCJKレイアウトの融合ワークショップ 

の開催を提案しています 

Globalization

(Global Layout  
Specs)

*Vertical Layout
*Ruby 
* etc.. 

Target for:  Globalization =with CJK Layout specs
                     =Japan, Taiwan, China, Mongol, African 
etc..
Purpose for : “Global One Web” with W3C standards!
Work area : CSS , (+HTML5, SVG)

HTML
5 

ePuB 

Into  Globali
zation

提案:
日本での「本やコミックでの文化」を、 
Webの国際化推進としてCSS仕様として  
W3Cへ提案していただきたい。

CSS3 +    
Global 
One 
Web  
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W3Cへ参加し、世界へ発信しよう 
•  コンテンツもデバイス設計も、全て国際標準規格で定めら
れる仕様に帰着する時代になった。

•  収益を生むしくみをつくるには、仕様を後から習熟するの
ではなく、しくみを作るための設計経験を、仕様に織り込
む＝貢献の戦略性が必要になった。

•  国際規格への貢献の時代。 
既に経験した技術を世界標準へ拡大（貢献） 
することが実は、自らの強みがそのまま 
市場拡大になり国際競争力向上になる。 
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「戦略的な標準規格策定への貢献」 
が、結局ビジネス拡大の鍵になる。 



ありがとうございました。 
Keio-contact@w3.org 
http://www.w3.org 



ウェブ標準化活動への参加方法 
1.  会員としてW3Cに参加する

1.  Working Groupへの参加によって、仕様にご自身の技術や
意見を盛り込む

2.  会議(電話・F2F)、メーリングリスト等の議論やデータにア
クセス可能。 
→いち早く詳細な情報を入手して、最新の仕様を 
　実装可能

2.  Interest Groupへ参加する
  会員企業・団体に属していない個人でも参加可能。
  日本語で議論するJAIG (Japanese Interest Group)もありま
す。

  日本の実態に即した仕様に関する意見を、 
発信することが可能です。

  Web and TV Interest Groupの活動は始まったばかりです。 
今こそ、ぜひご参加を。

3.  標準仕様を積極的に実装する 
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【参考】 
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W3C案内情報　URL等	
１、W3C活動紹介
現在は、正式版は英語になっていますが、ご活用ください。
★説明ページ: http://www.w3.org/Consortium/join
★W3C全般: http://www.w3.org/Consortium/about-w3c　（英語）
★日本語版「W3C活動概要」：
　　http://www.w3.org/2009/04/w3c-keio-chronology/eaflet-200811.pdf

２、入会申込書（案内）
入会は、３ステップになっており、下記の申し込み書ページからステップ１を送ってく
ださい。すると米国の本部からメールが来ます。その後、ステップ２へ進み、契約書を
やり取りして完了。との流れになります。
★申し込みページ: http://www.w3.org/Consortium/application.php3
　＊日本語による記入方法ガイド：W3c Application Step 1.pdf

２、契約書雛形（英語）　上記で触れた申し込みページから具体的な契約書
(Membership Agreement)へのリンクがあります。
　★契約は、日本会員の契約は、慶応義塾大学のSFC研究所と締結します。
　★会費は、年間売上５７億円以上の企業殿は、740万円／年（10.2.1現在）。
    なお、年間売上57億円以下の場合は、85万円／年(10.2.1現在）

入会に興味ある方へ案内ください。また、W3C/Keio keio-contact@w3.orgまでご一報ください。

【参考】 


